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猿田正機先生は, 1979 年に中京大学商学部にご着任されて以来, まずは商学部にて 12 年間, つい




隣の名古屋の地で, トヨタの国際競争力の源が ｢長時間｣ ｢過密｣ ｢不規則｣ 労働を課すことができる
ような卓越した (もちろん会社側からみて) 労務管理にあると喝破することはとても勇気のいること















業パーティーをゼミ主催で設けてくださいました｡ また, 学部内の親睦を図るため, ゼミ対抗の球技
大会を運営してくださったのも猿田先生のゼミです｡ お昼休みや授業時間終了後には, 先生を先頭に
食事や喫茶店に向かう猿田ゼミの皆さんの姿をしばしば見かけたものです｡
大学内にあっては, 中京大学がその面目を一新して充実期を迎えた 1997 年・98 年度に経営学部長
をしてご活躍されました｡ また, 経営学研究科長, そして全学の教務委員長などの要職も歴任してお
られます｡ さらには中京大学附置企業研究所の所長として, 同研究所の資料の充実整備を進めてくだ
さいました｡ くわえて, 中京大学教職員組合の重鎮としての存在感はとても大きなものがありました｡
猿田先生, 長い間お疲れさまでした｡ そして, 本当にありがとうございました｡ 今後とも私ども経
営学部のスタッフに対しましてご指導くださいますれば幸いに存じます｡
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